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檔 檔願を清朝政府に提出した。筆者は、中国第一歴史 案館所蔵の軍機処マンジュ語副 冊のなかに
関連の文書を発掘し、それらを用いて、清朝がジェブツンダンバ・ホトクトに授与したゲゲン（光
明）、ホトクト（高僧）の称号の意味と上下関係を考証し、ラマがホトクトより上位の身分であ
ることを検証したうえで、ハルハ・モンゴルの王公、僧侶による請願と清朝側の調査結果を詳し
く考察している。ハルハ・モンゴル側はラマへの改称によって、管理・制限策のもとで低下して
いたジェブツンダンバ・ホトクトの地位、名誉を回復しようとしたが、清朝はすでにモンゴル支
配を確立していたため、ジェブツンダンバ・ホトクトを優遇し、懐柔する必要を認めず、請願を
却下したとする。本章における考察は、ラマ改称問題に関わる貴重な史料を発掘し、かつ巧みな
史料分析を行った点で注目されるのみでなく、清朝のモンゴル支配の完成にともなう管理・制限
策とジェブツンダンバ・ホトクトの地位低下が連関していることを大きな流れとして明示したこ
とを重要な研究成果として挙げることができる。 
 終章では、全四章の内容を整理したうえで、従来の研究において空白であった道光期の清朝
とハルハ・モンゴル、ジェブツンダンバ・ホトクトの間の政治関係の実態を解明した意義を強調
する。また今後の課題として、一世から八世までのジェブツンダンバ・ホトクトの事跡を世代ご
とに検討し、清朝と歴代ジェブツンダンバ・ホトクトとの間の政治関係の総体を解明することを
掲げている。 
 檔以上、本論文は、マンジュ語、漢語、モンゴル語の 案など新たな史料を駆使して、道光期
を中心とした清朝の管理・制限策の具体的内容、清朝とハルハ・モンゴル、ジェブツンダンバ・
ホトクトとの間の潜在的な矛盾と対立の具体的事件を解明することに成功している。本論文で提
示された研究手法は、多民族から構成される中国の、モンゴル以外の非漢族と中央政府との関係の解
析にも大きな刺激を与え、それぞれの分野の研究を進展させることが期待される。  
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら
れる。 
